
















研究計画 

昨年度にひき続き先天性副腎皮質過形成症,先天性尿素サイクル異常症,先天性胆道閉鎖症

を主な対象疾患として,その早期発見のための新生児マススクリーニングの研究を行うこ

ととした。 

先天性副腎皮質過形成はマススクリーニング対象疾患として適しており,有効に実施でき

る可能性のあることは前年度までの研究で明らかになった。そこで本年度は実効的検査法

の開発についての研究,ならびにマススクリーニングの実施によって障害発生が防止でき

るかの予測を検討した。尿素サイクル異常症のマススクリーニングは,従来の検査法では不

完全な面もあることが判明したので,より優れた検査法開発の再検討を行うこととした。先

天性胆道閉鎖症については,マススクリーニングの可能性について再検討を行い新生児マ

ススクリーニングの対象疾患の可否について検討を加えることとした。 


